




要約:平成 5年から 7年までの 3年間に聖隷浜松病院産科で扱った 5092 例の分娩を対象と

して、産科合併症を除く基礎疾患を有する母体から出生した胎児・新生児の状況を検討し

た。基礎疾患合併母体の分娩は 104 例あり、総分娩数の 2.1%を占めた。母体基礎疾患の

内訳は内分泌 28 例、感染症 24 例、心 14 例、神経・筋 13 例、自己免疫 8例、アレルギー

8 例、腎 4 例、血液 4 例、消化器 3 例であった。胎児死亡は在胎 21 週の胎児水腫 1 例の

みであった。新生児入院は 13 例あり、母体基礎疾患に直接起因するものは 7 例で、無関

係な疾患 2例、母体適応による早産は4例だった。死亡はポッター症候群と筋緊張性ジス

トロフィの 2例であった。生存 102 例の予後は母体と同様の疾患を有する児を除けば良好

であった。適切な周産期管理を行えば、基礎疾患を有する母体より出生した児の予後は良

好であると思われた。


